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　発展途上国では、子供の肥満や栄養不足が問題となっている。カンボジ

アでは、栄養不足が深刻な問題となっており、5 歳未満の子どもの 3 人に

1 人が重度の発育阻害に陥っている。栄養失調は、身体的および認知的発

達を妨げる深刻な病気である。しかしながら、その根本的な原因は不明瞭

である。そこで我々は、疫学調査によりその原因の究明を行った。
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　調査はカンボジア国立小児病院に通院する患者 441 人を対象とした。

　調査は、主に 3 つの方法で行った。1．カンボジアに合わせた質問紙を

作成し、日ごろの食事や健康に関する知識を保護者に調査、2．子供の身長、

体重を測定し、健康状態の調査、3．調査結果を踏まえ、保護者同士でディ

スカッションをおこなった [1,2,3]。

　約 4 割の子供 (6 歳以上 ) が栄養不十分な状態であった (Table 1)。そし

て、半分以上の保護者が金銭的な不足により、新鮮かつ栄養状態が高い食

材を買うことができないと回答した (Figure 1) 。しかし、子供たちの日ご

ろの食事は、炭水化物、タンパク質、脂質またビタミンなどが含まれる野

菜を摂取していることが分かった (Figure 2) 。この結果を踏まえてディス

カッションをしてもらった結果、子供が食べないことが原因であることが

明らかとなった。実際に、食事風景を観察したが、ご飯だけを食べて野菜

や魚などはほとんど食べなかった。

　結果として、金銭面などの課題もあるが、子供に食育をすることも重要

な課題であることが明らかとなった。

Figure 1  栄養不足に関する意識調査
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Figure 2  昨晩の食事

Table 1  子供の健康状態
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